
1998年出上の木簡
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退

跡

長
野
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１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
市
若
穂
綿
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
四
月
１

一
九
九
二
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
伴
　
信
夫

・
野
村

一
寿
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
自
然
流
路
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
後
期
、
古
墳
時
代
前
期
―
後
期
、
奈
良

時
代
、
平
安
時
代
、
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
長
野
市
の
北
東
、
千
曲
川
と
犀
川
が
合
流
す
る
地
点
に
近
接
し
た
中

洲
状
の
微
高
地
に
位
置
す
る
。

榎
田
遺
跡
で
は
古
墳
時
代
中
期

ｔ
後
期
に
集
落
が
継
続
し
て
営

ま
れ
る
も
の
の
、
七
世
紀
末
―

八
世
紀
初
頭
に
は
集
落
が

一
時

期
断
絶
す
る
。
人
世
紀
中
葉
以

翔

降
に
再
び
数
棟
の
住
居
が
登
場

須

し
、
九
世
紀
中
葉
―
後
葉
に
約

三
〇
棟
の
住
居
と
数
条
の
濤
が

確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、　
一
〇
世
紀
以
降
の
遺
構
は
殆
ど
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

集
落
が
断
絶
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

木
簡
ω
が
出
土
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
三
三
は
、
遺
跡
南
部
に
位
置
す
る
。
幅

一
二
ｍ

深
さ
四
〇
ｃｍ
を
測
り
、
南
東
―
北
西
方
向
に
三
〇
ｍ
程
検
出
し
た
。
木
簡
は

一

層
か
ら
、
九
世
紀
中
葉
―
後
葉
を
主
体
と
す
る
土
器
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る

（
一
〇
世
紀
代
の
緑
釉
陶
器
も
数
片
出
土
）。
同
溝
で
は
、
他
に
木
製
の
糸
巻
き
、

曲
物
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
近
接
す
る
溝
跡
Ｓ
Ｄ
四
七
で
は

「
乙
貞
」
と
組

み
合
わ
せ
文
字
で
書
か
れ
た
墨
書
土
器

一
〇
〇
点
以
上
や
、
緑
釉
陶
器
、
皇
朝

十
二
銭
の
一
つ
饒
益
神
宝

一
点
な
ど
が
出
土
し
た
。

榎
田
遺
跡
で
は
、
南
部
の
溝
跡
群
に
お
い
て
右
の
よ

う
な
特
殊
な
遺
物
の
出
上
が
目
立
つ
の
に
対
し
、
そ
こ

か
ら
約
五
Ｏ
Ｏ

ｍ
離
れ
た
北
部
の
住
居
跡
群
で
は
、
墨

書
土
器
や
緑
釉
陶
器
が
殆
ど
出
上
し
な
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。

木
簡
②
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｇ
三
は
、
遺
跡
中
央
部
に
位

置
す
る
。
自
然
流
路
と
推
定
さ
れ
、
幅
約
三
Ｏ
ｍ
深
さ

約
三
ｍ
を
測
り
、
南
西
―
北
東
方
向
に
工
Ｏ
ｍ
程
検
出

し
た
。
Ｓ
Ｇ
三
で
は
四
層
以
下
で
古
墳
時
代
の
遺
物
が

大
量
に
出
土
し
た
。
し
か
し
木
簡
は
三
層
ょ
り
出
土
し

て
お
り
、
共
伴
遺
物
も
殆
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
帰
属
　

１

時
期
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

土器の墨書「乙貞」



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

い

　

十
伝
剛
配
九
十
三
東
　
十
八
日
百
日
国
　
十
九
日
百
〔酢
紀
　
十
日
百
七
□

〔百
ヵ
〕
【束
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔汁
　
東
ヵ
〕

□
□
　
□
十

一
□
日
□
三
□
ロ
ーー
ーー
日
国
□
□
　
□
□
対
日
日

日
回
□
七
口

〔廿
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔九
ヵ
〕

□
□
六
百
十
二
束
十
日
百
六
十
四
束
十

一
日
百
十
四
束
十
二
日
廿
□

□
百
八
十
人
〔酢
己
十
七
日
百
六
十
九
束
十
八
【□日
剛
剛
宅
束

西
室
□
〔剛
己

Ｎ
卜
∞
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
伽
μ

］卜
⇔
×
（伽∞
）
×
い
　
⇔
∞
μ

れ
て
い
る
。
ま
た
四
行
日
に
や
や
大
き
め
の
字
で
書
か
れ
て
い
る

「西
室
」
は

収
納
場
所
を
指
す
語
の
可
能
性
が
あ
る
。

②
は
、
上
端
は
台
形
状
に
成
形
し
、
角
稜
を
平
面
も
し
く
は
側
面
削
り
に
よ

り
調
整
。
下
端
は
剣
先
形
に
近
い
縦
長
の
台
形
状
に
成
形
し
、
側
面
削
り
に
よ

り
調
整
。
上
下
両
端
面
は
無
調
整
。
表
裏
剰
ぎ
取
り
。
中
央
部
の
割
れ
は
自
然

の
欠
損
。
材
を
成
形
し
、
調
整
を
し
た
後
に
墨
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『榎
田
遺
跡
』
全

九
九
九
年
）
（広
田
和
穂
）

Ｓ
Ｇ
三

〔
甕
ヵ
〕

②
　
・
「□
甕

甕

甕
　
」

・
「日

日

」

硼
は
全
体
に
材
の
劣
化
が
著
し
い
。
両
側
面
は
劣
化
が
激
し
く
、
本
来
の
左

右
両
側
面
が
残
存
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。
上
端
は
平
面
も
し
く
は
側
面
削
り
、

下
端
は
切
り
の
可
能
性
が
高
い
。
上
下
と
も
端
部
に
文
字
が
か
か
っ
た
り
近
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
字
の
記
録
後
に
上
下
と
も
に
切
断
さ
れ
た
可
能
性
が

高
く
、
本
来
は
上
下
の
欠
損
部
に
も
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

本
木
簡
に
は
東
数
が
日
次
に
記
さ
れ
て
お
り
、
収
穫

（収
納
）
を

一
日
ご
と

に
記
し
た

「
日
記
」
の
本
簡
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
何
の
東

数
を
数
え
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
判
読
で
き
る
部
分
か
ら
推
測
す
る
と
、
最

低
三
ヵ
月
に
わ
た
る
記
録
と
考
え
ら
れ
、
各
日
と
も
百
束
以
上
の
東
数
が
記
さ
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